
� 47 � 

愛知教育大学教育臨床総合センター紀要第５号

団への適応の難しさが聞かれることが多い。こうした
課題に対して，個別のプレイセラピーに加えて小集団
での活動が必要と考え，発達支援相談室では2009年12
月より「集団活動の難しさ」を抱える子どもを対象と
した，グループプレイセラピーを開始した。
　グループプレイセラピーについて，参加する子ども
は，通常の学級あるいは特別支援学級に在籍してお
り，発達障害の診断を受けているか，もしくは発達障
害の傾向を指摘されている。現在参加している子ども
は，ほとんどが自閉症スペクトラム障害（高機能自閉
症・アスペルガー症候群など）の特性を持っている。
毎年10名前後の子どもが参加しており，2014年度の参
加対象児の年齢層は小２～小５である。子ども達がグ
ループに参加している間，保護者は別室に集合し，保
護者グループの活動を実施している。

３．グループプレイセラピーにおける保護者支
援の意義
　発達支援相談室におけるグループプレイセラピーは
2009年12月より活動を開始したことは既に述べたが，開
始当初より保護者対象の活動を実施していたわけでは
なかった。教員および学生セラピストは子どもへの支
援中心に活動しており，保護者は別室で終了まで待っ
ていただくようになっていた。その時間には，保護者
同士で雑談や情報交換等を行っており，こうした時間
も保護者同士の関係を形成していく上ではある程度の
意味があったと考える。しかし，筆者をはじめとする
グループプレイの関係者の中では，保護者だけではな
くスタッフが参加する必要性を強く感じていたことも
あり，2010年度の活動からはスタッフ（教員・セラピ
スト）が保護者グループの中に入っていくこととした。

１．はじめに
　自閉症スペクトラム障害（ Autism  Spectrum 
Disorder ）をはじめとする発達障害のある子ども達
との関わりで課題となるのは，彼らが示す「わかりに
くい」特性であろう。発達障害は目に見えない障害で
あり，「わがまま」「自分勝手」「親のしつけがなって
いない」「ちょっと変わった子ども」「集団でトラブル
を起こす子ども」等の誤解を生じやすい。また，ＡＳ
Ｄ児・者と共に生活を送る家族は，彼らが示す特性に
対する理解の難しさや対応への戸惑い等により日常
的に高いストレスにさらされているとされる（柳澤，
2012）。発達障害のある子どもの保護者への支援は子
どもへの直接的な支援と並んで非常に重要である。本
論では，愛知教育大学発達支援相談室における保護者
支援，特にグループプレイセラピーという集団での保
護者支援について考察を行いたい。

２．グループプレイセラピーの概要
　愛知教育大学発達支援相談室は，昭和47年（1972年）
に障害児治療教育センターとして発足し，平成21年

（2009年）の学内再編統合に伴い，教育臨床総合セン
ター発達支援研究部門の下位組織「発達支援相談室」
として再スタートした。相談室では，発達障害をはじ
めとする障害のある幼児，児童，生徒に対する教育に
係る研究活動，教育事業及び相談活動を実施してい
る。相談活動については，子ども達の様々な問題に対
する個別のプレイセラピーが中心である。
　しかし，発達に問題を抱える子どもの中には「大人
とかかわる時には良いが，子ども同士だと難しい」
「子ども同士でトラブルが多い」「集団活動が苦手」
などの難しさが見受けられ，子どもの保護者からも集
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１）グループディスカッション
　担当教員がファシリテーターとなりグループでの
ディスカッションを実施している。ここで留意するこ
とは，時折専門的なコメントを加えながらも，母親達
の仲間意識からもたらされる感情の高まりに水をささ
ないよう，ファシリテーターとしての役割に徹すると
いう点である（吉岡，2014）。
　障害児の母親が抱える悩みについて，個別相談の
場ではオブラートに包まれがちな母親達の熱い思いが
語られる。障害内容や学年にばらつきがあるものの，
同じグループ内で子どもたちが一緒に活動しているこ
ともあり，他の母親との交流や意見の交換が活発であ
る。そのため，他の母親の取り組みや発言から影響を
受け，自身の養育行動や関連する取り組みについての
考えが変化することがある。親の会は発達障害の子ど
もを持つ保護者にとって重要な体験を提供することが
示唆され，その体験の多くは保護者同士の交流から生
まれるものと考えられるため，セラピストは保護者の
交流を積極的に促していく姿勢が必要である（吉川他，
2012）。
　保護者グループにおけるディスカッションでは，
ウォーミングアップや雑談の時間などを設けて参加者
が安心して話せる雰囲気作りが重要である。特に，グ
ループの初期や初参加者においては，何を話せば良い
か分からないなどの問題が見られるため，設定した話
題について，「何を語ることが求められているのか」
分かりやすい教示や話題の出し方をすること，また経
験者に先に話をしてもらい，流れを作った上で，参加
経験の少ない参加者に話を振っていく，などの配慮も
必要となる。時には特定の保護者のみが話しすぎるこ
ともあるが，参加者にとって不満が残らないよう配慮
しながら，発言の偏りを調整していく保護者の特性を
把握し，全体の流れをコーディネートしていくことが
重要である。

２）ペアレント・トレーニング
　ペアレント・トレーニングとは，発達障害児の保護
者への支援の一つであり，子どものスキル獲得や行動
上の問題を解決するために親が身につけた方が良い知
識やスキルを獲得できるように意図された行動理論に
基づくアプローチであるとされる（上野ら，2012）。本
グループにおいても，ペアレント・トレーニングを実
施した年度がある。ペアレント・トレーニング実施に
関する詳細は小関・飯塚（2011）にゆずるが，ペアレン
ト・トレーニングの結果についてアンケートを実施し
たところ，子どもの変化については「言葉による主
張が増えた」，「他の人の様子をうかがうようになった
（動きをみて待てるようになった）」，「自分から“行
く”と言って，参加しようとする意思がでてきた」な
どがあげられた。また母親自身の変化については「声

　この保護者グループについて，筆者は「親の会」と
しての場であると考えている。障害児の親の会は，障
害種別に様々な場所で活動を行っており，中には規模
も大きなものがある。そうした親の会と比べると，本
グループはいわばインフォーマルな親の会と言えるだ
ろう。佐々木（2009）は，親の会のようなインフォーマ
ルな支援グループについて，公的な支援が行きとどか
ない狭間の存在であり，発達障害児者やその家族への
支援として，彼らが集う機会を設けたり，相談に応じ
たりするなど実際的な機能を果たすとともに，彼らへ
の支援の必要性を社会に啓発してきたと指摘している。
　なお，親の会のねらいについて，吉川ら（2012）は，
①母親が子どもの行動を幅広い視点から捉えられるよ
うに子どもの理解を深める，②親同士がお互いの悩み
を共有したり，子どもの成長を喜べるような繋がりを
深めることで母親の受容体験を図る，という２点があ
ると述べている。本グループでもこのような目標のも
とで保護者支援を実施しているが，以下ではその具体
的な内容について紹介をしたい。

４．保護者支援の内容
　グループプレイセラピーは毎年５月に活動を開始
し，翌年の２月に年度の活動を終了するが，５月のグ
ループ開始時に，保護者を対象にアンケートを実施し
ている。質問項目は①「子どもとの関わりの中で難
しいと感じること，困っていること」，②「保護者グ
ループで話し合ってみたいこと，知りたいこと」の２
点である。なお，この②「グループで話し合ってみた
いこと，知りたいこと」について，実際のアンケート
からは，以下のような回答が得られている。
・進路について
・子どもに有用な訓練について
・感情のコントロールについて
・話が通じ合うためにはどのような工夫をすればよい
か
・人との関わりをどうフォローしていけばよいか
・家族にどのように協力してもらっているか（父親と
子どもの関わり方など）
・通級指導ではどのようなことを行っているのか
・同じような子どもを持つ母親の困っていること，ど
う乗り越えていったかを聞きたい
　これら保護者の要望全てに応えていくことは難しい
が，本グループでは，限られた回数の中でなるべく多
くの保護者に有意義となるような時間を設定している。
　なお，本グループでは以下の活動を実施している。
①グループディスカッション
②ペアレント・トレーニング
③子どもグループの観察
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て自由記述で回答を求めた。以下にその結果を記す。
①グループの活動について
満足……４名
やや満足……１名
②保護者グループについて
満足……３名
やや満足……２名
③グループの活動についての気付き（自由記述）
・子どものグループ活動について，どのような変化が
あるのかを参考にしていきたい
・学校でコミュニケーションスキルを身につけて欲し
いと言われており，何か良い方法があれば教えて欲し
い
・子ども同士の関わりに入っていき，自己主張できる
ような活動を希望する
・他の母親からの体験談も参考になるが，教員からの
答えがもっとあると良いと思う

　①，②のアンケート結果からは，子どもグループの
活動及び保護者グループの活動について，保護者はポ
ジティブな評価をしていることが窺える。グループプ
レイセラピーにおける保護者支援に関する研究から
は，親の会にポジティブな評価を持っている保護者
は，グループについても子どもが自由に振る舞える場
所，自信をつけさせてくれる場という認識があること
が明らかになっている（吉川他，2012）。実施回数は少
ないものの，本グループにおける保護者支援は一定の
効果があるものと思われる。
　③自由記述の中で，グループディスカッションにお
いて教員からの答えをもっと聞きたいとの意見があっ
た。このような保護者からの要望に応じていくこと
は，今後の課題であろう。

６．おわりに
　本グループの保護者支援におけるいくつかの留意点
等について述べてきた。その他の留意点として，まず
子どもグループとの情報共有と連携の重要性があげら
れる。保護者グループに参加する担当教員が，子ども
グループにおける個々の子どもの状態やグループ全体
の進行状況を把握しておくこと，また保護者グループ
の進行状況や現在の親の悩みや関心事，子ども理解の
状態などを子どもグループ担当者と共有しておくこと
が重要である。
　高機能自閉症・アスペルガー症候群の子ども達の家
族への支援について，宋ら（2004）は，親の会において
実際的なサポートが得られるほど，育児に対する負担
感が小さくなると指摘した。他者とのコミュニケー
ションが困難な我が子に対して，母親自身が子どもと
どのように関わっていいのか困ることが多いため実際
的なサポートを必要としている。そのため，コミュニ

かけを意識してするようになった（具体例あり）」，「対
処方法を自分で考えるようになった」，「環境を整える
ことを意識するようになった」，「学校との連携を意識
して連絡帳を利用するようになった」などが報告され
た。これらのアンケート結果からは，子どもの行動に
ついてのモニタリング機能と自身の行っている養育行
動の意識化，そして変容効果があると考えられる。
　本グループにおいて，ペアレント・トレーニングの
効果については参加者の自己報告を確認する方法で
行った。実際にペアレント・トレーニングの効果をど
こでどのように検証するかといった課題を含め，効果
測定について今後さらに検討および整理していく必要
がある。またグループでの実施は親同士の情報交換の
場としての機能を持ち，お互いが刺激しあうことでト
レーニング効果や支援効果が上がる可能性が示されて
いる一方で，ターゲットとすべき養育行動の選定が難
しい。本グループではシートを用いて参加者のエピ
ソードを整理し，具体例を提示する際に使用すること
で，より日常への般化可能性を上げる工夫をおこなっ
たが，どの程度の規模までこのような工夫が適用でき
るのか，集団構成の特徴なども併せて今後検討してい
く必要があると考える（小関・飯塚，2011）。
　岩坂（2010）は，ペアレント・トレーニングは小集
団での体系化したプログラムで子どもの理解と対応の
仕方を学ぶとともに，親同士のサポートを行っていく
と効果的であると指摘している。本グループにおける
ペアレント・トレーニングについても，一定の効果が
あったものと思われる。

３）子どもグループの観察
　本グループにおいて，あまり実施することはない
が，教員も同席の上，子どもグループ活動中の様子に
ついてマジックミラーを通して観察することも活動の
一つである。リアルタイムで活動の様子が伝わってく
るため，子どものできること・できないことが保護者
には見えやすい。目の前で実際に行われる子どもとセ
ラピストとの関わりを通して，子どもにとっての療育
活動の目的・必要性の理解を促すこと及び，家庭や学
校での対応の仕方を具体的に伝えていくことが重要な
役割である。なお，Negative な行動に目が奪われが
ちな保護者に対するフォローが特に必要である。

５．2014年度の活動について
　グループプレイセラピーの活動は大学の休業期間を
除き，前期と後期に分けて実施される。前期終了時点
に，参加者へアンケートを実施した。アンケートでは，
「グループの活動について」「保護者グループについ
て」それぞれの満足度について，（満足・やや満足・
やや不満・不満・よくわからない）の５段階で評価を
行ってもらい，グループの活動に関する気付きについ
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ケーションに問題を持つ子どもの母親には，母親同士
の繋がりに加えて，母親がどのように子どもの行動を
理解していけばよいのかという，子ども理解を促進す
る援助も必要と考えられる。
　村田（2010）は，発達障害の子どもを育てることの課
題について，まず家族が障害をネガティブな見方でし
たなかなか受け止めきれないということを述べてい
る。家族，本人が障害であるということを認めた時，
どこか社会から取り残されたような不安と付き合いな
がら，家族，本人共に一つ一つの過程を経て生活を組
み立て直すような作業工程も多少必要であり，そこに
は信頼できる支援者との出会いが必要となる（村田，
2010）。
　グループプレイセラピーにおける保護者支援につい
て，まだいくつか検討すべき点があると思われる。相
談室では個別カウンセリングも実施しているが，必要
に応じて個別的な支援（個別カウンセリング・コンサ
ルテーション等）を行うことも求められる。こうした
きめ細かいサポート体制について，今後検討していく
必要があるだろう。
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